
   

小学校第４学年 学級活動（食育）指導案 

 

 

授業日 平成２６年 ６月 ４日  ４校時 

                          指導者 Ｔ１：学級担任   和田 あかね 

    Ｔ２：学校栄養職員 岸本 宣 子 

 

 

 

 

１ 題材名 よくかむと、どんなことが体によいか考えよう 

 

 

２ 題材について 

  かむことは「食べること」の原点である。よくかみ、食べ物を味わい、だ液と混ぜ、小さくして飲

み込むことで、食べ過ぎを防いだり、だ液の力で細菌を減らし、脳を活性化するなど体の健康をつく

り上げている。 

そこで、よくかむことの大切さを理解し、自分の健康を守るために、どんな食べものでもよくかみ、

味わって食べることができるようにさせたいと考え、本題材を設定した。 

 

 

３ 児童の実態（男子１４名、女子１２名 計２６名） 

児童が給食を食べる様子を見てみると、好きなものをおかわりしたいために給食を早食いしたり、

嫌いなものをよくかまずに飲み込んでしまう児童がみられる。 

アンケート調査の結果、児童は、よくかんで食べるものは、ほとんどの児童が「かたいもの」や「分

厚い物」と答えていた。具体的に挙げられていた「するめ」や「いか」「たこ」「もち」などは、よく

かまないと飲み込むこともできない食品である。一方、よくかまずに食べるものは、「やわらかいも

の」を食べた時が最も多かった。回答の中にあった「飲み物」「ゼリー」「プリン」「アイス」は、児

童の身近なやわらかい食品なのだろう。 

「ごはん」「パン」は、よくかむものとしてもよくかまないものとしても両方の回答に挙げられて

おり、食べ方に個人差があると思われる。どんなものもよくかんで食べることが大切であることに気

づかせたい。 

また、よくかんで食べるとどんなよいことがあるか聞いたところ、「健康になる」と答えた児童が

最も多かった。しかし、給食時間の放送等で、「かむ」ことの大切さを伝えてきたが、具体的に体が

どのように変化し、どう体によいのか理解できていないようだ。 

そこで本時では、実際によくかむ活動を行い、味や口の中の様子の変化を体験してみたり、サーモ

グラフィーでかんだ時の顔の温度変化の様子を見たりして、かむことの効用について理解し、これか

らよくかんで食べようという意欲をもつことができるようにしたい。 

 

 

４ 本時の学習 

（１）本時の目標 

  よくかんで食べることの大切さが分かり、これからよくかんで食べようという意欲をもつことがで

きる。 

 

 

 

献立名 

わかめごはん、牛乳、 

ししゃものごまフライ、 

生揚げの中華煮、するめ、美生柑 



   

（２）本時の展開 

過
程 

時
配 

学習活動と内容 教師の指導・支援（◎評価） 資料等 

導
入 

５
分 

１．給食の献立について、かみかみ献立がどうし

て出るのか考えて、発表する。よくかんで食べ

た時の食べ物は、どのように変化するか予想し、

発表する。 

 ・病気にならない ・頭がよくなる 

 ・おいしく感じる 

○給食のかみかみ献立名を挙げ、どうし

て給食に出るのか考えさせる。（Ｔ１） 

・ワーク

シート 

・献立表 

  

２．本時のめあてを確認する。 

 

○本時のめあてを知らせる。（Т１）  

展
開 

３５ 

分 

３． するめをかんで、かむことのよさを調べる実

験を行う。するめをおいしく食べるには、何回

かめばよいか予想し、実験を行う。 

  次に、かんだ回数ごとに気づいたことを、ワ

ークシートに記入し、発表する。 

 ・かたい  ・やわらかくなった 

 ・つかれた ・あごが痛くなった 

○実際によくかんで食べることを通し

て、味の変化、するめの状態の変化、

口の中の様子（だ液）、頬やあごの状

態の変化に気づくようにする。（Ｔ１、

Ｔ２） 

・するめ 

 

  

４．よくかんで食べることの効果を話し合い、ワ

ークシートに予想を記入する。 

 ・消化しやすい 

 ・あごや歯が丈夫になる 

○知っていることや聞いたことがある

ことのほか、予想したことも記入する

ように促す。（Ｔ１） 

◎かまずに食べたときとの違いに気づ

くことができる。（Ｔ１） 

 

  

５．学校栄養職員の話を聞き、よくかんで食べる

ことが、体によいことを知る。 

 ・（唾液）がよく出る 

 ・（虫歯）予防 

・（消化）がしやすくなる 

・骨や食べ物を（のど）につまらせない 

・（歯）や（あご）が丈夫になる 

・（脳）を刺激する 

・（記憶）力がアップする 

 ・食べ物の（おいしさ）がわかる・・・ 

○児童の気づきをもとに、かむことの効

果をサーモグラフィー（顔の表面温

度）を見せながら説明する。（Ｔ２） 

○給食の献立表を提示し、よくかむこと

ができるように工夫していることに

気づくようにする。（Ｔ２） 

・電子黒

板 

・サーモ

グラフィ

ーの写真 

・フラッ

シュカー

ド 

ま
と
め 

５
分 

６．よくかんで食べることの効果をワークシート

に記入する。 

７．本時の学習を振り返り、わかったことやこれ

からの自己のめあてをワークシートに記入し、

発表する。 

  ワークシートを持ち帰り、お家の人からひと

こと書いてもらう。 

◎よくかんで食べることの大切さがわ

かり、これからよくかんで食べようとい

う意欲をもつことができる。 

○目標を決定させ、しっかりかもうとい

う意欲の向上と実行につなげられるよ

うにする。（Т１） 

○保護者にひとこと書いてもらうこと

を宿題とする。（Т１） 

 

 

（３）本時の評価 

よくかんで食べることの大切さが分かり、これからよくかんで食べようという意欲をもつことがで

きたか。 

よくかむと、どんなことが体によいか考えよう 


